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　本市において、職員による収賄事件と消防に
おける不適正な事務処理が相次いで発生し、刑
事責任が問われる事態や懲戒処分に至る事案が
生じていることは、市政に対する市民の信頼を
大きく損なうものであり、極めて遺憾である。
　これらの事案は、職員個人の資質や判断の問
題にとどまらず、組織としての管理体制やチェッ
ク機能、さらには公務倫理の浸透が十分であっ
たのかという点について、真摯に受け止める必
要がある。
　公務員は、市民全体の奉仕者として、高い倫
理性、公正性及び透明性が強く求められるもの
であり、その信頼が損なわれないよう対処すべ
きである。
　よって本市議会は、相次ぐ不適切事案を重く
受け止め、市に対し、次の事項について徹底し
た取組を行うことを強く求め、以下のとおり決
議する。

１．公務の公正性及び倫理意識の向上を図るため、
全職員を対象とした継続的な倫理研修及びコ
ンプライアンス教育を徹底すること

２．時間外勤務を含む勤退管理や対外的な関係
性について、全庁的な点検を実施し、組織と
してチェック機能が実効性をもって機能する
体制の再構築を図ること

３．市長においては、市民に対する説明責任を
果たすとともに、再発防止策について実効性
ある対応を講じること

令和８年１月臨時会において全会一致で可決した
「相次ぐ不適正事案を踏まえた公務の適正執行及び市政への

信頼回復を求める決議」を手交しました



　第
１
回
臨
時
会
は
１
月
29
日
に

開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
７
年

度一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

な
ど
の
議
案
10
件
報
告
１
件
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
、
決
議
１
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
案
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２
６
８
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
８
３
億
３
３
７
５
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
】

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
工
事（
監
理
）

　
　
　
　
　
　
　１
１
７
０
万
円

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
意
図
伝
達

　業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　４
８
４
万
円

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　
　
　
　
　７
億
８
７
９
９
万
円

【
歳
出
】

○
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

　当　
　
　
　
　
　
　３
億
２
１
万
円

　第
６
回
臨
時
会
は
11
月
26
日
に

開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
７
年

度一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

な
ど
の
議
案
７
件
、
報
告
１
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
９
９
６
９
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
３
７
３
億
６
５
５
６
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　主
な
内
容
は
人
事
院
勧
告
等
を

踏
ま
え
た
給
与
改
定
等
に
伴
う
人

件
費
の
増
減
及
び
予
備
費
の
不
足

分
の
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　第
７
回
臨
時
会
は
12
月
３
日
に

開
催
さ
れ
、
議
長
選
挙
、
副
議
長

選
挙
や
常
任
委
員
及
び
議
会
運
営

委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　本
案
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
家
庭
で
上
下
水

の
使
用
で
き
な
い
状
況
が
長
期
化

し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　議
員
改
選
に
伴
い
、
同
組
合
議

会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

・
當
銘
　孝
文
　議
員

・
関
屋
　安
莉
　議
員

　議
員
改
選
に
伴
い
、
同
組
合
議

会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

・
金
城
　悟
　議
員

　本
案
は
、
糸
満
市
西
崎
町
地

先
公
有
水
面
に
位
置
す
る
岡
波
岩

を
巡
る
本
市
と
豊
見
城
市
と
の
争

論
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
知
事
に
対

し
調
停
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
調

停
に
適
さ
な
い
と
認
め
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所

に
対
し
て
境
界
確
定
等
を
訴
え
る

こ
と
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　本
案
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
14
億
５
０
７
１
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
８
８
億
１
６
２
７
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
】

〇
重
点
対
策
加
速
化
事
業
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　リ
ー
ス
料
（
糸
満
南
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　５
３
９
万
円

【
歳
出
】

○
園
芸
産
地
生
産
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　１
１
３
７
万
円

○
道
路
維
持
管
理
費
（
経
常
分
）

　
　
　
　
　
　
　１
７
８
万
円

○
ホ
テ
ル
等
立
地
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　９
０
０
０
万
円

○
公
園
管
理
費
（
経
常
分
）

　
　
　
　
　
　
　３
１
６
万
円

○
高
嶺
中
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　５
８
８
万
円

　議
員
改
選
に
伴
い
、
同
組
合
議

会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

・
長
嶺
　安
浩
　議
員

・
玉
城
　哲
郎
　議
員

　第８回定例会は12月８日から12月24日までの17日間の日程で開催されました。
　同定例会には、市長から令和７年度一般会計補正予算（第５号）などの議案21件、報告２件の
提出がありました。
　また、議員提出議案として、意見書等５件の提出がありました。
　今回掲載している定例会及び臨時会の議案等の処理結果については11、12ページに掲載して
ありますので、御参照ください。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）

糸
満
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
７
年
第
６
回（
11
月
）

臨
時
会

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

令和７年第８回（12月）定例会令和７年第８回（12月）定例会

意見書等　第８回定例会では３件の意見書等を可決しました。意見書等　第８回定例会では３件の意見書等を可決しました。

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て（
公

有
水
面
に
お
け
る
本
市
と

豊
見
城
市
の
境
界
確
定
等
）

　本
案
は
、
本
市
の
職
員
に
よ
る

収
賄
事
件
や
時
間
外
勤
務
手
当
の

不
正
受
給
事
案
が
発
生
す
る
と
と

も
に
、
高
嶺
小
学
校
移
転
改
築
事

業
に
お
い
て
計
画
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
指

揮
監
督
責
任
及
び
道
義
的
責
任
を

取
る
た
め
、
市
長
及
び
副
市
長
の

そ
れ
ぞ
れ
の
給
料
を
３
か
月
、
１０

％
減
額
す
る
と
と
も
に
、
教
育
長

の
給
料
を
１
か
月
、
１０
％
減
額
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　第
２
回
臨
時
会
は
、
２
月
17
日

に
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
７

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
な
ど
の
議
案
３
件
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

中央型運動教室の

継続を求める決議

（意見書）衆議院議長、参議院議

長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛

大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

（抗議決議）中華人民共和国駐日

本国特命全権大使

中国国連代表部の不当発言に対

する抗議及び国連勧告の撤回を

求める意見書及び抗議決議
〇委員長： 関屋安莉
〇副委員長：上原亮
〇委員
上原徳一郎、當銘孝文、金城
悟、山内竜二、新垣敦子、平田
健人、德村あかね、玉城哲郎

議会改革調査特別委員会

の設置に関する決議

※右のQRコードから令和７年中に可決した意見書及び決議の全文が確認できます。

南
部
広
域
行
政
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

南
部
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

令
和
７
年
第
７
回（
12
月
）

臨
時
会

令
和
８
年
第
１
回（
１
月
）

臨
時
会

あて先

令
和
８
年
第
２
回（
２
月
）

臨
時
会

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇いとまん市議会だより 令和 8 年３月５日 （２）



　第
１
回
臨
時
会
は
１
月
29
日
に

開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
７
年

度一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

な
ど
の
議
案
10
件
報
告
１
件
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員

提
出
議
案
と
し
て
、
決
議
１
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
案
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
５
億
２
６
８
万
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
８
３
億
３
３
７
５
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
】

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
工
事（
監
理
）

　
　
　
　
　
　
　１
１
７
０
万
円

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
意
図
伝
達

　業
務
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　４
８
４
万
円

〇
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　
　
　
　
　７
億
８
７
９
９
万
円

【
歳
出
】

○
物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手

　当　
　
　
　
　
　
　３
億
２
１
万
円

　第
６
回
臨
時
会
は
11
月
26
日
に

開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
７
年

度一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

な
ど
の
議
案
７
件
、
報
告
１
件
の

提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
９
９
６
９
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
３
７
３
億
６
５
５
６
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　主
な
内
容
は
人
事
院
勧
告
等
を

踏
ま
え
た
給
与
改
定
等
に
伴
う
人

件
費
の
増
減
及
び
予
備
費
の
不
足

分
の
補
正
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　第
７
回
臨
時
会
は
12
月
３
日
に

開
催
さ
れ
、
議
長
選
挙
、
副
議
長

選
挙
や
常
任
委
員
及
び
議
会
運
営

委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　本
案
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
お
い
て
、
家
庭
で
上
下
水

の
使
用
で
き
な
い
状
況
が
長
期
化

し
た
事
態
を
踏
ま
え
、
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　議
員
改
選
に
伴
い
、
同
組
合
議

会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

・
當
銘
　孝
文
　議
員

・
関
屋
　安
莉
　議
員

　議
員
改
選
に
伴
い
、
同
組
合
議

会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

・
金
城
　悟
　議
員

　本
案
は
、
糸
満
市
西
崎
町
地

先
公
有
水
面
に
位
置
す
る
岡
波
岩

を
巡
る
本
市
と
豊
見
城
市
と
の
争

論
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
知
事
に
対

し
調
停
を
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
調

停
に
適
さ
な
い
と
認
め
る
旨
の
通

知
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
裁
判
所

に
対
し
て
境
界
確
定
等
を
訴
え
る

こ
と
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
を
求

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　本
案
は
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
14
億
５
０
７
１
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
３
８
８
億
１
６
２
７
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
債
務
負
担
行
為
】

〇
重
点
対
策
加
速
化
事
業
Ｌ
Ｅ
Ｄ

　リ
ー
ス
料
（
糸
満
南
小
学
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　５
３
９
万
円

【
歳
出
】

○
園
芸
産
地
生
産
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　１
１
３
７
万
円

○
道
路
維
持
管
理
費
（
経
常
分
）

　
　
　
　
　
　
　１
７
８
万
円

○
ホ
テ
ル
等
立
地
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　９
０
０
０
万
円

○
公
園
管
理
費
（
経
常
分
）

　
　
　
　
　
　
　３
１
６
万
円

○
高
嶺
中
学
校
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　５
８
８
万
円

　議
員
改
選
に
伴
い
、
同
組
合
議

会
の
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
次

の
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

・
長
嶺
　安
浩
　議
員

・
玉
城
　哲
郎
　議
員

　第８回定例会は12月８日から12月24日までの17日間の日程で開催されました。
　同定例会には、市長から令和７年度一般会計補正予算（第５号）などの議案21件、報告２件の
提出がありました。
　また、議員提出議案として、意見書等５件の提出がありました。
　今回掲載している定例会及び臨時会の議案等の処理結果については11、12ページに掲載して
ありますので、御参照ください。

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）

糸
満
市
下
水
道
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

令
和
７
年
第
６
回（
11
月
）

臨
時
会

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

令和７年第８回（12月）定例会令和７年第８回（12月）定例会

意見書等　第８回定例会では３件の意見書等を可決しました。意見書等　第８回定例会では３件の意見書等を可決しました。

訴
え
の
提
起
に
つ
い
て（
公

有
水
面
に
お
け
る
本
市
と

豊
見
城
市
の
境
界
確
定
等
）

　本
案
は
、
本
市
の
職
員
に
よ
る

収
賄
事
件
や
時
間
外
勤
務
手
当
の

不
正
受
給
事
案
が
発
生
す
る
と
と

も
に
、
高
嶺
小
学
校
移
転
改
築
事

業
に
お
い
て
計
画
の
見
直
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
指

揮
監
督
責
任
及
び
道
義
的
責
任
を

取
る
た
め
、
市
長
及
び
副
市
長
の

そ
れ
ぞ
れ
の
給
料
を
３
か
月
、
１０

％
減
額
す
る
と
と
も
に
、
教
育
長

の
給
料
を
１
か
月
、
１０
％
減
額
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　第
２
回
臨
時
会
は
、
２
月
17
日

に
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
７

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
な
ど
の
議
案
３
件
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
与
及
び
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

中央型運動教室の

継続を求める決議

（意見書）衆議院議長、参議院議

長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛

大臣、沖縄及び北方対策担当大臣

（抗議決議）中華人民共和国駐日

本国特命全権大使

中国国連代表部の不当発言に対

する抗議及び国連勧告の撤回を

求める意見書及び抗議決議
〇委員長： 関屋安莉
〇副委員長：上原亮
〇委員
上原徳一郎、當銘孝文、金城
悟、山内竜二、新垣敦子、平田
健人、德村あかね、玉城哲郎

議会改革調査特別委員会

の設置に関する決議

※右のQRコードから令和７年中に可決した意見書及び決議の全文が確認できます。

南
部
広
域
行
政
組
合
議
会

議
員
の
選
挙

南
部
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
議
会
議
員
の
選
挙

沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙

令
和
７
年
第
７
回（
12
月
）

臨
時
会

令
和
８
年
第
１
回（
１
月
）

臨
時
会

あて先

令
和
８
年
第
２
回（
２
月
）

臨
時
会
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①
令
和
８
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
。
②
今
回
出
さ
れ
た
健
康
教
室

の
継
続
を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
な
見
解
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
①
令
和
８
年
12
月
ま

で
事
業
実
施
を
予
定
し
て
い
る
。

地
域
活
動
へ
の
移
行
支
援
は
令
和

９
年
３
月
ま
で
継
続
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。
②
高
齢
化
を
見
据
え

免
許
返
納
等
で
移
動
手
段
が
な
く

な
っ
て
も
運
動
を
継
続
で
き
る
よ

う
、
歩
い
て
通
え
る
身
近
な
活
動

場
所
を
拡
充
し
て
い
き
た
い
。

金
城
　
地
域
型
と
中
央
型
の
活
動

の
質
の
違
い
は
何
か
。

福
祉
部
長
　
中
央
型
は
健
康
運
動

指
導
士
に
よ
る
体
操
中
心
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
地
域
型
は
自
治
会
が

計
画
し
実
施
し
て
お
り
運
動
強
度

は
地
域
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
。

金
城
　
地
域
型
と
中
央
型
の
サ
ー

ビ
ス
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
、

強
度
の
強
い
運
動
を
求
め
る
方
は

中
央
型
が
健
康
年
齢
を
維
持
す
る

の
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長
　
市
と
し
て
は
身
近
な

場
所
に
通
い
の
場
を
増
や
す
こ
と

が
介
護
予
防
に
な
る
と
考
え
る
。

金
城
　
そ
こ
が
陳
情
者
た
ち
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
で
、
そ
こ
を
解
消
し
な

い
限
り
皆
さ
ん
納
得
さ
れ
な
い
と

思
う
。
期
限
を
設
け
ず
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
。
令
和
８
年
度
で
理

解
が
得
ら
れ
な
い
場
合
で
も
中
央

型
事
業
は
終
わ
る
と
い
う
こ
と
か
。

福
祉
部
長
　
利
用
者
の
声
を
確
認

し
な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
。

金
城
　
多
く
の
市
民
が
強
い
関
心

を
示
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
て
も
ら
い
市

民
の
健
康
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

　令和７年第８回定例会では、12月16日、17日、
18日、19日の４日間にわたり、20人の議員が一般
質問を展開しております。質問については、1人
1項目を要約して紹介しております。詳しい内容に
つきましては、市議会事務局や市立中
央図書館に備えてあります会議録を
御覧ください。なお、会議録は市議会
ホームページからも御覧頂けます。

一  般  質  問

中央型デイサービスの様子

金
きんじょう

城 一
かずふみ

文 議員

中
央
型
地
域
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
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高
速
道
路
が
本
市
に
開
通
す

る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
産
業
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

建
設
部
長
　
特
に
中
北
部
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
か
ら

観
光
産
業
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
と
考
え
る
。

哲
郎
　
過
去
に
市
長
２
期
目
の
選

挙
公
約
確
認
の
一
般
質
問
に
対
し

市
内
へ
の
高
速
道
路
と
鉄
軌
道
延

伸
要
請
の
答
弁
が
あ
っ
た
。
公
約

と
し
て
要
請
す
る
か
。

市
長
　
公
約
と
し
て
取
り
上
げ
て

い
る
。
現
在
、
滞
っ
て
い
る
幹
線

も
あ
り
、
計
画
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
優
先
し
て
要
望
し
た
い
。

哲
郎
　
公
約
の
高
速
道
路
延
伸
と

は
ど
こ
の
地
域
を
指
し
て
い
る
か
。

市
長
　
糸
満
市
に
向
け
て
の
延
伸

①
三
和
校
区
市
営
住
宅
建
設
計

画
の
現
状
に
つ
い
て
。
②
最
初
の

建
設
予
定
は
ど
こ
か
。

建
設
部
長
　
①
平
成
31
年
に
基
本

計
画
を
策
定
し
、
喜
屋
武
地
区
に

お
い
て
１
棟
18
戸
程
度
を
建
設
す

る
計
画
で
あ
る
。
建
設
時
期
は
老

朽
化
し
た
既
存
市
営
住
宅
の
建
て

替
え
が
急
務
の
た
め
、
市
財
政
と

の
調
整
を
図
り
三
和
地
域
市
営
住

宅
建
設
の
事
業
を
進
め
て
い
く
。

②
候
補
地
と
し
て
真
壁
地
区
字
名

城
に
１
か
所
、
喜
屋
武
地
区
字
喜

屋
武
に
２
か
所
、
同
地
区
字
束
里

に
１
か
所
の
計
４
か
所
の
候
補
地

が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
評
価
結
果

と
し
て
は
喜
屋
武
小
学
校
隣
接
地

が
高
評
価
と
な
っ
て
い
る
。

山
城
　
１
期
目
の
市
長
の
公
約
で

あ
り
実
現
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

市
長
　
今
あ
る
老
朽
化
し
た
市
営

住
宅
か
ら
整
備
し
、
そ
の
後
に
三

和
地
域
市
営
住
宅
は
整
備
し
た

い
。

山
城
　
具
体
的
に
い
つ
ぐ
ら
い
か

ら
こ
の
計
画
を
実
施
す
る
予
定

か
。

建
設
部
長
　
老
朽
化
し
て
い
る
市

営
住
宅
に
つ
い
て
令
和
12
年
度
ま

で
そ
の
整
備
を
実
施
す
る
計
画
が

あ
る
た
め
、
そ
れ
以
降
に
な
る
。

山
城
　
で
は
13
年
度
か
ら
着
工
す

る
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

建
設
部
長
　
現
時
点
の
計
画
は
12

年
度
ま
で
で
、
13
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
計
画
の
正
式
な
調
整
な
ど

が
必
要
に
な
る
と
思
う
。

山
城
　
市
長
２
期
目
な
の
で
１
期

目
の
公
約
は
な
く
な
っ
た
と
い
う

認
識
で
よ
い
か
。

市
長
　
公
約
は
継
続
し
て
い
る
と

い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
い
る
。

山
城
　
忘
れ
ら
れ
て
い
る
案
件
な

の
か
と
心
配
し
て
い
る
。

最
優
先
は
給
食
セ
ン
タ
ー
な
の

か
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
な
の

か
見
解
を
伺
う
。

企
画
部
長
　
ど
ち
ら
か
が
優
先
で

は
な
く
、
市
の
施
策
と
し
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
早
期
建
設
が
望
ま
し

い
と
さ
れ
て
い
る
。

玉
城
　
提
案
と
し
て
機
能
維
持
と

機
能
強
化
に
分
け
て
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
食
の
安
全
確
保
の
最
重

要
課
題
を
考
え
れ
ば
、
現
在
の
幼

稚
園
跡
地
等
を
活
用
し
７
０
０
０

食
が
作
れ
る
給
食
セ
ン
タ
ー
を
一

括
交
付
金
、
文
科
省
、
総
務
省
等

の
複
数
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用

し
て
造
っ
て
い
く
。
ま
た
施
設

更
新
で
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
公

共
施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

債
を
活
用
し
て
い
く
。
こ
れ
は
財

源
措
置
と
し
て
充
当
率
90
％
プ
ラ

ス
交
付
税
措
置
が
あ
る
。
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
南
部
病
院
跡
地
や

ボ
ウ
リ
ン
グ
場
跡
地
に
関
し
て
も

建
て
替
え
の
計
画
で
は
補
助
メ
ニ
ュ

ー
が
乏
し
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
人
口
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
中
で

８
０
０
０
食
が
作
れ
る
規
模
の
セ

ン
タ
ー
建
設
を
す
る
根
拠
は
何
か
。

教
育
部
長
　
機
械
設
備
が
１
０

０
０
食
単
位
で
導
入
す
る
規
格
と

な
っ
て
お
り
現
在
の
提
供
数
が

７
０
０
０
食
余
り
で
あ
る
た
め
、

８
０
０
０
食
提
供
規
模
で
進
め
て

い
る
。

玉
城
　
糸
満
市
が
ど
う
人
口
を
伸

ば
し
て
い
く
の
か
全
く
見
え
な
い

状
況
で
、
８
０
０
０
食
と
い
う
建

設
の
進
め
方
は
疑
問
で
あ
る
。
優

先
順
位
を
い
ま
一
度
考
え
、
早
期

実
現
の
た
め
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
、
候

補
地
、
建
設
費
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
含
め
た
計
画
の
見
直
し
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

玉
たまき

城   哲
てつろう

郎 議員

玉
たまき

城　良
りょう

 議員

山
やましろ

城　渉
わたる

 議員

三
和
校
区
市
営
住
宅
建
設

計
画
の
現
状
に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の

早
期
実
現
に
つ
い
て

高
速
道
路
の
延
伸
に
つ

い
て

早期建設が求められている

糸
満
市
営
住
宅
再
生
団
地
計
画

（
一
部
改
訂
版
）
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を
考
え
て
い
る
。

哲
郎
　
糸
満
市
は
大
前
提
で
、
市

の
ど
こ
を
指
し
て
い
る
の
か
。

市
長
　
具
体
的
に
は
な
い
が
中
心

に
な
る
と
こ
ろ
を
考
え
て
い
る
。

哲
郎
　
私
は
照
屋
、
高
嶺
入
り
口

が
良
い
と
思
う
が
市
長
は
ど
う
か
。

市
長
　
具
体
的
に
は
ま
ち
づ
く
り

の
観
点
で
総
合
的
に
判
断
し
た
い
。

哲
郎
　
確
認
だ
が
今
行
っ
て
い
る

道
路
整
備
事
業
が
終
わ
り
次
第
、

要
請
す
る
と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

市
長
　
そ
の
考
え
で
良
い
と
思
う
。

哲
郎
　
南
部
東
道
路
な
ど
完
成
、

供
用
す
る
ま
で
30
年
、
40
年
か
か

っ
て
い
る
。
実
施
中
の
道
路
整
備

事
業
を
優
先
的
に
や
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
高
速
道
路
の
要
請
を
後
回

し
に
す
る
と
供
用
が
遅
く
な
っ
て

い
く
。未
来
の
糸
満
市
の
た
め
に
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
早

急
に
要
請
す
べ
き
だ
と
思
う
。

①
令
和
７
年
11
月
に
発
生
し

た
導
水
管
破
裂
に
よ
る
大
規
模
漏

水
に
伴
い
武
富
地
域
の
一
部
で
25

日
の
断
水
解
消
後
も
28
日
午
前
ま

で
水
圧
が
弱
い
と
問
合
せ
が
あ
っ

た
。
武
富
以
外
で
も
事
例
が
あ
っ

た
か
。
②
原
因
究
明
は
な
さ
れ
た

か
伺
う
。

水
道
部
長
　
①
字
兼
城
や
字
潮
平

の
高
台
地
域
で
は
、
配
水
管
に
空

気
が
入
り
、
な
か
な
か
水
が
出
な

い
現
象
が
起
こ
っ
た
。
給
水
で
き

た
の
が
25
日
明
け
方
で
あ
っ
た
。

②
各
地
域
の
入
り
口
付
近
の
配
水

管
に
設
置
し
た
管
理
メ
ー
タ
ー
が

何
ら
か
の
原
因
で
詰
ま
り
閉
塞
し

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
た
め

空
気
が
抜
け
る
ま
で
状
況
を
観
察

し
、
メ
ー
タ
ー
付
近
で
の
詰
ま
り

と
判
断
後
、
28
日
の
午
後
に
メ
ー

タ
ー
を
外
し
詰
ま
り
を
除
去
し
た

と
こ
ろ
改
善
し
た
。
現
在
は
問
題

な
く
水
を
供
給
で
き
て
お
り
、
引

き
続
き
状
況
を
観
察
す
る
。

長
嶺
　
北
波
平
の
ポ
ン
プ
場
が
建

て
ら
れ
た
の
は
い
つ
か
伺
う
。

水
道
部
長
　
平
成
９
年
３
月
に
完

成
し
供
用
開
始
し
て
い
る
。

長
嶺
　
北
波
平
ポ
ン
プ
場
建
設
当

時
の
人
口
と
現
在
の
人
口
を
伺
う
。

水
道
部
長
　
当
時
は
１
８
５
２
名
、

現
在
３
０
７
８
名
と
な
っ
て
い
る
。

長
嶺
　
キ
ャ
パ
オ
ー
バ
ー
と
な
っ

て
い
な
い
か
伺
う
。

水
道
部
長
　
通
常
運
転
で
は
配
水

で
き
て
い
る
が
復
旧
時
な
ど
対
応

能
力
に
余
裕
が
な
い
状
況
で
あ
る
。

長
嶺
　
大
型
施
設
の
影
響
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
伺
う
。

水
道
部
長
　
大
型
施
設
等
の
使
用

量
を
含
め
て
影
響
が
出
な
い
よ
う

努
め
て
い
る
。
人
口
集
中
地
域
か

ら
問
合
せ
が
あ
る
場
合
は
バ
ル
ブ

で
水
量
を
多
く
し
調
整
し
て
い
る
。

①
目
的
と
趣
旨
は
把
握
し
て
い

る
か
。
②
県
内
で
設
置
し
て
い
る

自
治
体
は
あ
る
か
。
③
現
在
の
市

内
に
お
け
る
各
小
中
学
校
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
を
伺
う
。
④
課
題

解
決
に
取
り
組
む
に
は
、
教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
、
こ
ど
も
未

来
課
、
健
康
推
進
課
、
社
会
福
祉

課
、
障
害
福
祉
課
の
連
携
が
必
要

と
の
意
見
を
聞
く
が
、
見
解
を
伺

う
。

教
育
長
　
①
登
校
し
て
い
る
が
教

室
に
入
れ
な
い
児
童
生
徒
や
不
登

校
の
兆
候
が
見
ら
れ
る
児
童
生
徒

に
対
し
、
学
習
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

な
ど
の
専
門
家
と
連
携
し
な
が
ら

相
談
支
援
を
行
う
支
援
員
を
配
置

し
、
学
校
内
の
居
場
所
確
保
を
促

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不
登
校
の

未
然
防
止
、
不
登
校
児
童
の
登
校

復
帰
を
支
援
す
る
事
業
で
あ
る
と

把
握
し
て
い
る
。

教
育
指
導
監
　
②
20
自
治
体
が

設
置
し
て
い
る
。
③
10
月
末
現

在
、
小
学
校
１
３
１
名
、
中
学
校

１
４
０
名
、計
２
７
１
名
で
あ
る
。

④
学
校
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
た

ち
に
か
か
わ
る
関
係
部
局
と
の
連

携
は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

玉
城
　
私
自
身
も
４
月
か
ら
見
守

り
隊
と
し
て
糸
満
中
学
校
に
通
っ

て
お
り
、
中
学
校
の
実
情
は
把
握

し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。
現
在

の
市
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

決
し
て
少
な
い
数
字
で
は
な
い
。

今
回
は
教
育
委
員
会
だ
け
の
見
解

を
聞
い
た
が
、
次
回
は
連
携
が
必

要
と
の
意
見
が
あ
る
各
課
の
見
識

を
伺
う
。

玉
たましろ

城 博
ひろみつ

光 議員

長
ながみね

嶺 安
やすひろ

浩 議員

水
道
行
政
に
つ
い
て

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
促
進
・
機
能

強
化
事
業
に
つ
い
て

早期の取組が求められる

水の安定供給が求められる

不登校対策の強化が求められる



①
糸
満
フ
ェ
ア
等
複
数
イ
ベ
ン

ト
を
統
合
し
て
「
糸
満
市
産
業
ま

つ
り
」
と
し
た
理
由
、
経
緯
。
②

従
来
イ
ベ
ン
ト
で
は
得
ら
れ
な
か

っ
た
新
た
な
効
果
を
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
か
。
③
関
係
団
体

と
の
協
力
体
制
は
ど
の
よ
う
に
整

理
さ
れ
て
い
る
か
。
④
会
場
の
導

線
設
計
、休
憩
ス
ペ
ー
ス
、日
陰・

雨
天
対
策
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策

な
ど
、
来
場
者
の
快
適
性
向
上
の

取
組
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
①
こ
れ
ま
で
は
主
に
飲
食

業
や
小
売
業
を
対
象
と
し
た
糸
満

フ
ェ
ア
を
開
催
し
て
き
た
が
、
本

市
に
は
農
水
産
業
、
製
造
業
及
び

建
設
業
な
ど
地
域
経
済
を
支
え
る

多
様
な
産
業
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の

Ｐ
Ｒ
が
十
分
に
行
わ
れ
て
な
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

①
本
市
独
自
で
助
成
事
業
を
実

施
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
②
県
内

他
市
で
独
自
の
助
成
事
業
を
実
施

し
て
い
る
市
を
伺
う
。

市
民
健
康
部
長
　
①
令
和
４
年
度

か
ら
不
妊
治
療
が
保
険
適
用
へ
移

行
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
市

単
独
で
行
っ
て
い
た
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
を
終
了
し
た
。
現
時
点

で
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。
②
沖

縄
市
、
う
る
ま
市
、
那
覇
市
、
豊

見
城
市
の
４
市
と
な
っ
て
い
る
。

新
垣
　
公
明
党
が
20
年
以
上
か
け

て
粘
り
強
く
訴
え
続
け
た
結
果
、

２
０
２
２
年
４
月
よ
り
不
妊
治
療

の
保
険
適
用
が
実
現
し
た
。
大
き

な
前
進
で
あ
る
と
同
時
に
依
然
と

し
て
自
己
負
担
が
大
き
く
、
ま
た

年
齢
制
限
も
設
け
ら
れ
て
い
る
中

で
費
用
面
や
将
来
へ
の
不
安
か
ら

な
か
な
か
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
に

い
る
方
々
も
い
る
。
子
供
を
望
む

方
々
が
抱
え
る
経
済
的
、
精
神
的

な
負
担
を
少
し
で
も
和
ら
げ
、
授

か
り
た
い
と
願
う
方
々
の
希
望
と

な
り
、
安
心
し
て
治
療
に
向
き
合

え
る
環
境
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
子
供
た
ち
は
本
市
の
未
来

を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
宝
で
あ

る
。
本
市
で
も
令
和
４
年
度
に
経

過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
認

識
し
て
い
る
が
、
沖
縄
県
が
実
施

す
る
先
進
医
療
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
と
併
せ
て
、
本
市
独
自
の
不

妊
治
療
費
助
成
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
検
討
頂
け
る
よ
う
今
後
も
粘

り
強
く
求
め
て
い
く
。

進
捗
状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長
　
令
和
元
年
度
の
基
本

計
画
策
定
後
、計
画
等
の
見
直
し

に
よ
り
移
転
改
築
が
遅
れ
て
い
る
。

な
お
、現
時
点
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
令
和
８
年
度
か
ら
９
年
度
に
事

業
者
の
選
定
及
び
決
定
、令
和
10

年
度
に
工
事
着
工
、令
和
12
年
度

初
頭
に
工
事
完
成
引
渡
し
を
予
定

し
て
い
る
。そ
の
た
め
、新
給
食
セ

ン
タ
ー
の
供
用
開
始
時
期
は
令
和

12
年
度
中
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

金
城
　
令
和
２
年
度
の
基
本
計
画

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
令
和
６
年

度
に
は
給
食
セ
ン
タ
ー
稼
働
と
な

っ
て
い
た
が
な
ぜ
計
画
を
取
り
や

め
た
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
　
雨
水
、
排
水
用
の
調

整
池
の
設
置
等
の
課
題
が
あ
っ
た

た
め
、候
補
地
の
再
検
討
を
行
い
、

建
設
場
所
を
南
部
病
院
跡
地
等
造

成
事
業
区
内
に
決
定
し
た
。

金
城
　
こ
の
場
所
で
も
雨
水
排
水

に
は
問
題
が
あ
る
。
令
和
12
年
度

ま
で
に
上
下
水
道
が
完
成
で
き
る

か
大
き
な
懸
念
が
残
っ
て
い
る
。

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
雨
水

排
水
整
備
計
画
を
伺
う
。

企
画
部
長
　
雨
水
処
理
を
行
う
た

め
に
土
地
開
発
公
社
が
排
水
路
及

び
下
流
部
に
浸
透
施
設
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
汚
水
整

備
に
つ
い
て
は
、
令
和
12
年
度
の

供
用
開
始
ま
で
に
下
水
道
が
整
備

予
定
で
あ
る
た
め
、
下
水
道
に
接

続
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

金
城
　
こ
ん
な
大
き
な
敷
地
で
施

設
を
造
る
の
に
、
そ
ん
な
浸
透
施

設
で
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う
こ
と

は
普
通
設
計
で
は
や
ら
な
い
と
思

う
。
再
検
討
を
お
願
い
す
る
。

いとまん市議会だより 令和 8 年３月５日 （６）

厚
生
労
働
省
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

南部病院跡地等造成事業基本計画パンフレ
ットより

令和 年 月から、

不妊治療が保険適用されています。

年齢制限

治療開始時におい
て女性の年齢が
歳未満であること

✔ 年齢･回数の要件 体外受精・顕微授精

回数制限

初めての治療開始時点の女性の年齢 回数の上限

歳未満 通算６回まで 子ごとに

歳以上 歳未満 通算３回まで 子ごとに

● 保険診療でも、令和３年度までの助成金と同様に以下の制限があります。

※ 助成金の支給回数は、回数の計算に含めません。 裏面 参照

✔ 窓口での負担額は治療費(※)の 割負担
● 治療費が高額な場合の月額上限 高額療養費制度 もあります。

具体的な上限額や手続は、ご加入の医療保険者 国民健康保険にご加入
の方は、お住まいの市町村の担当窓口 にお問い合わせください。

①不妊治療に関する取組

✔ 体外受精などの基本治療は全て保険適用

採卵
採精

体外受精
顕微授精

受精卵・
胚培養 胚移植

胚凍結保存
一般不妊治療

生殖補助医療

● 国の審議会 中央社会保険医療協議会 で審議された結果、関係学会のガイドラインな
どで有効性・安全性が確認された以下の治療については、保険適用されています。

タイミング法 人工授精

● 生殖補助医療のうち、上記に加えて実施されることのある「オプション
治療」については、保険適用されたものや、「先進医療」(※)として保険
診療と併用できるものがあります。

②不妊治療と仕事の両立のために
～その他、お役立ちページ 厚生労働省 等 ～

※ 保険診療の治療費

高額療養費制度
厚生労働省

※「先進医療」とは、保険外の先進的な医療技術として認められたもので、保険診
療と組み合わせて実施することができます。不妊治療に関する「先進医療」は随時
追加されることもありますので、詳細は、受診される医療機関にご確認ください。

不妊治療における
先進医療の状況
厚生労働省

③政府インターネットテレビ
（より身近な医療へ～不妊治療が保険適用
されました（動画）

不妊治療の保険適用の概
要や相談支援事業のご紹介、
検討会、研究事業などを掲
載しています。

企業の福利担当や事業主
の方へ向けた助成金の案内、
セミナー、マニュアル等の
紹介を行っております。

令和 年 月から不妊治療が保
険適用されました。保険適用され
ている具体的な治療や、気を付け
ていただく点などをご紹介します。

２．治療内容など
４ 先進医療を受ける際には、何か手続が必要ですか？
４ 治療内容や費用について同意が必要になりますが、それ以外に患者側に特段の手続はあり
ません。なお、先進医療は、医療機関ごとに実施可能な内容が異なりますので、具体的には、
受診される医療機関とよくご相談ください。
５ 採卵は、複数回実施することはできますか？
５ 保険診療で採卵を行う際は、治療開始時に医師が作成する治療計画に従って行うことにな
ります。その際、医学的に必要と判断された場合は、複数回採卵を行うことも想定されます
例えば、採卵を行っても卵子が得られない場合など 。

３．保険適用前から不妊治療をされている場合
７ 保険適用前に不妊治療で凍結保存した胚は、保険適用後も使えますか？
７ 助成金の指定医療機関や学会の登録施設で作成･凍結された胚は、基本的に保険診療でも
使用可能です。具体的には、受診される医療機関とよくご相談ください。

［ 不妊治療の保険適用に関する ＆ ］
１．保険診療を受けるに当たって

１ 保険診療を受ける際に必要な準備はありますか？
１ 受診の際には、不妊治療の治療歴や受診した医療機関などの情報を医師等にお伝えくださ
い。

医療機関一覧
厚生労働省２ どの医療機関で保険診療を受けることができますか？

２ 保険診療を行う場合は、各医療機関が地方厚生局に届出を行うことに
なっており、厚生労働省 において医療機関一覧を掲載しております。
診療の内容等については、掲載されている医療機関に直接お問合せ下さい。

３ 事実婚の場合も保険適用の対象ですか？
３ 助成金と同様に対象となります。なお、受診の際に医療機関から、事実婚関係について確
認されたり、書類を求められたりすることがあります。

４．その他のお問合せ
９ 不妊に関する悩みや医療機関の治療内容について、どこで相談できますか？

不妊専門相談
センター

厚生労働省

９ 各都道府県、指定都市、中核市が設置している不妊専門相談センター
では、不妊に悩む夫婦に対し、不妊に関する医学的・専門的な相談や不妊
による心の悩み等について医師・助産師等の専門家が相談に対応したり、
診療機関ごとの不妊治療の実施状況などに関する情報提供を行っています。

８ 保険適用で実施できる胚移植の回数は、過去の治療実績が含まれますか？
８ 保険診療における胚移植の回数制限は、保険診療下で行った胚移植の回数のみをカウント
しますので、過去の治療実績や助成金利用実績は加味されません。

６ 保険診療による不妊治療は、一度中断しても再開は可能ですか？
６ 基本的に可能です。また、胚の保存も、患者様とパートナー様のお二人が、引き続き、不
妊治療を希望する際は、保険診療で保存ができる場合があります。具体的には、受診される
医療機関とよくご相談ください。

給食センター
予定地

山
やまうち

内 竜
りゅうじ

二 議員

金
きんじょう

城　敦
あつし

 議員

新
しんがき

垣  敦
あつこ

子 議員

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

に
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
計

画
に
つ
い
て

糸
満
市
産
業
ま
つ
り
に

つ
い
て



た
め
、
幅
広
い
産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
推

進
す
る
観
点
か
ら
、
新
た
に
産
業

ま
つ
り
の
開
催
を
計
画
し
た
。

経
済
部
長
　
②
本
市
の
幅
広
い
産

業
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

地
場
産
品
及
び
地
元
事
業
所
の
優

先
使
用
、
地
産
地
消
の
促
進
を
図

り
、
地
域
産
業
全
体
の
振
興
に
つ

な
げ
た
い
。
③
商
工
会
、
観
光
協

会
、
漁
協
、
Ｊ
Ａ
、
建
設
業
協
会

に
対
し
、
産
業
ま
つ
り
開
催
の
計

画
を
伝
え
、
協
力
要
請
を
行
っ
て

お
り
同
意
を
頂
い
て
い
る
の
で
、

今
後
詳
細
な
調
整
を
進
め
て
い

く
。
④
会
場
内
を
回
遊
し
や
す
く

す
る
た
め
、
出
店
テ
ン
ト
の
集
約

を
行
う
ほ
か
、
休
憩
、
日
陰
、
雨

天
対
策
と
し
て
パ
ワ
ー
テ
ン
ト
３

張
り
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
と
し

て
障
が
い
者
専
用
駐
車
場
を
設
け
、

よ
り
多
く
の
方
に
来
場
頂
け
る
よ

う
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

認
可
保
育
園
と
認
可
外
保
育
施

設
と
の
補
助
率
の
違
い
を
伺
う
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
補
助
制
度
が

異
な
る
た
め
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
認
可
施
設
に
対
し
て

は
国
の
公
定
価
格
に
基
づ
き
、
人

件
費
や
管
理
費
な
ど
の
運
営
費
全

体
を
カ
バ
ー
す
る
施
設
型
給
付
費

が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
認
可
外
保

育
施
設
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
利
用
者
か
ら
の
保
育
料
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
お
り
、
認
可
施
設
の

よ
う
な
運
営
費
全
体
に
対
す
る
包

括
的
な
補
助
制
度
は
な
い
。
本
市

に
お
い
て
は
認
可
外
保
育
施
設
研

修
事
業
に
て
、
保
育
用
具
等
の
購

入
費
及
び
施
設
修
繕
費
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
糸
満
市
す

こ
や
か
保
育
事
業
に
て
児
童
や
職

員
の
健
診
費
、
調
理
員
の
検
便
、

施
設
行
事
費
及
び
教
材
費
、
保
険

料
、
給
食
費
、
障
が
い
児
保
育
に

係
る
保
育
費
等
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

前
田
　
認
可
保
育
園
と
同
様
の
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
の
は
な
ぜ

か
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
認
可
外
保
育

施
設
は
事
業
者
独
自
の
経
営
方
針

や
自
由
な
料
金
設
定
に
基
づ
き
運

営
さ
れ
て
い
る
民
間
事
業
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
公
定
価
格
で
運
営
さ

れ
る
認
可
施
設
と
同
様
の
運
営
費

補
助
を
行
う
こ
と
は
、
制
度
の
仕

組
み
上
難
し
い
側
面
が
あ
る
。

前
田
　
同
じ
市
民
の
お
子
さ
ん
で

あ
り
な
が
ら
、
認
可
保
育
園
と
認

可
外
保
育
施
設
で
公
的
支
援
が
桁

違
い
に
違
う
。
人
手
不
足
の
問
題

な
ど
を
改
善
す
る
た
め
に
国
や
県

に
も
働
き
か
け
て
、
糸
満
市
独
自

で
も
何
ら
か
の
こ
と
を
や
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

①
市
内
で
利
用
可
能
な
商
品
券

を
配
布
す
べ
き
と
考
え
る
が
そ
の

見
解
及
び
学
校
給
食
費
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
む
考
え
に
つ
い
て
の

見
解
、
ま
た
上
水
道
基
本
料
金
に

つ
い
て
、
一
定
期
間
減
免
を
行
う

考
え
が
な
い
か
見
解
を
伺
う
。

企
画
部
長
　
国
か
ら
の
通
知
に
よ

る
と
、
生
活
者
支
援
と
し
て
食
料

品
の
物
価
高
騰
に
対
す
る
特
別
加

算
等
５
項
目
、
事
業
者
支
援
と
し

て
賃
上
げ
環
境
整
備
等
５
項
目
、

計
10
項
目
の
推
奨
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

る
。
今
後
調
整
し
、
本
市
の
実
情

に
応
じ
た
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

実
施
し
て
い
く
。

幸
盛
　
国
が
推
奨
す
る
お
米
券
に

比
べ
市
内
で
利
用
可
能
な
商
品
券

で
あ
れ
ば
、
利
用
の
選
択
肢
が
広

く
、
市
民
の
生
活
支
援
と
事
業
者

支
援
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

物
価
高
対
策
と
し
て
、
よ
り
効
果

的
と
考
え
る
が
認
識
を
伺
う
。

企
画
部
長
　
商
品
券
は
多
く
の
生

活
用
品
に
対
応
で
き
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
お
米
券
、
商
品
券
、

他
の
選
択
肢
も
含
め
そ
れ
ぞ
れ
の

効
果
、
展
開
ス
ピ
ー
ド
、
コ
ス
ト

等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
有
効
な
物

価
高
対
策
と
な
る
よ
う
検
討
す
る
。

幸
盛
　
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

は
子
育
て
支
援
と
し
て
重
要
と
考

え
る
。
保
護
者
負
担
の
軽
減
、
無

償
化
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

む
考
え
が
あ
る
か
見
解
を
伺
う
。

教
育
指
導
監
　
学
校
給
食
費
無
償

化
に
つ
い
て
は
国
、
県
に
お
い
て

現
在
議
論
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

の
物
価
対
策
と
し
て
本
交
付
金
を

活
用
し
た
学
校
給
食
費
減
免
等
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ いとまん市議会だより（７）令和 8 年３月５日

新たな取組に期待が高まる

認可外保育施設への支援が求められる

より効果的な物価高対策が求められる

金
きんじょう

城 幸
ゆきもり

盛 議員

前
まえだ

田　潤
じゅん

 議員

認
可
外
保
育
施
設
へ
の

補
助
等
に
つ
い
て

重
点
支
援
地
方
交
付
金（
推
奨

メ
ニ
ュ
ー
）を
活
用
し
た
本
市

の
物
価
高
対
策
に
つ
い
て



①
沖
縄
県
の
同
条
例
の
主
な
内

容
と
目
的
及
び
具
体
的
な
取
組
。

②
条
例
を
制
定
し
て
い
る
地
方
自

治
体
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
①
聾
者
と
聾
者
以
外

の
者
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
、
手
話
が
意
思
疎
通
を
行
う

た
め
に
必
要
な
言
語
で
あ
る
と
の

認
識
の
下
に
手
話
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
お

り
、
県
の
責
務
、
県
民
の
役
割
な

ど
が
定
め
ら
れ
、
毎
月
第
３
水
曜

日
を
手
話
推
進
の
日
と
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
目
的
は
手

話
の
普
及
に
関
す
る
施
策
の
基
本

事
項
を
定
め
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
推
進
を
図
り
、
聾
者
と
聾
者
以

外
の
者
の
共
生
し
や
す
い
地
域
社

会
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
県

の
具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
初
心
者
向

け
手
話
講
座
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

実
施
さ
れ
、
普
及
啓
発
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。
②
県
内
で
は
浦
添

市
、
名
護
市
、
石
垣
市
、
南
風
原

町
が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。

金
城
　
本
市
の
手
話
普
及
の
啓
発

活
動
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
で
手
話

を
活
用
で
き
る
人
材
の
育
成
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
庁
舎
内
で
の
手

話
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て
毎
月
の
手
話
の
日

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

金
城
　
令
和
３
年
か
ら
条
例
制
定

を
訴
え
て
い
る
が
、
４
年
た
っ
て

い
る
。
条
例
制
定
は
一
番
の
目
標

だ
が
、
検
討
す
る
気
は
な
い
か
。

福
祉
部
長
　
現
時
点
で
は
制
定
は

予
定
し
て
い
な
い
。
現
在
実
施
し

て
い
る
施
策
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
で
、
手
話
言
語
の
普
及
啓
発
に

努
め
て
い
き
た
い
。

①
糸
満
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト

ッ
プ
や
新
着
情
報
は
、
直
近
１
年

間
で
１
日
平
均
ど
れ
く
ら
い
の
ア

ク
セ
ス
数
、
ユ
ー
ザ
ー
数
が
あ
る

か
。
②
数
値
を
踏
ま
え
て
今
後
ど

の
よ
う
な
広
報
を
行
う
か
伺
う
。 

企
画
部
長 

①
令
和
７
年
度
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
１
日
平
均
ア
ク
セ
ス
数

は
１
０
７
６
件
、
ユ
ー
ザ
ー
数
は

５
３
３
人
と
な
っ
て
お
り
、
新
着

情
報
ペ
ー
ジ
の
平
均
ア
ク
セ
ス
数

は
１
３
６
件
、
ユ
ー
ザ
ー
数
は
34

人
で
あ
る
。
②
総
務
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者
の
割
合
が
13
歳
か
ら
59
歳
の
各

年
齢
層
で
９
割
を
超
え
、
平
日
の

利
用
時
間
は
令
和
５
年
に
テ
レ
ビ

を
超
え
、
全
世
代
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
最
も
利
用
時
間
が
長
い
メ

デ
ィ
ア
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

①
い
き
い
き
体
操
、
か
り
ゆ
し

体
操
、
い
ち
ま
ん
男
塾
、
い
と
ま

～
る
教
室
は
令
和
８
年
３
月
で
廃

止
が
決
定
し
て
い
る
の
か
。
②
廃

止
の
理
由
は
予
算
の
問
題
か
、
社

協
の
建
て
替
え
が
原
因
か
伺
う
。

福
祉
部
長
　
①
中
央
型
運
動
教
室

は
令
和
８
年
12
月
ま
で
の
事
業
実

施
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
地
域

活
動
へ
の
移
行
支
援
に
つ
い
て

は
、
令
和
９
年
３
月
ま
で
継
続
し

て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
②
こ

の
見
直
し
は
、
高
齢
化
の
進
展
を

踏
ま
え
、
広
く
介
護
予
防
活
動
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
多
く
の
高
齢
者
が
継
続
的
か

つ
長
期
的
に
取
り
組
む
た
め
に
、

免
許
返
納
等
で
移
動
手
段
が
な
く

な
っ
た
場
合
で
も
歩
い
て
通
え
る

身
近
な
活
動
場
所
の
拡
充
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
予
算
や

建
て
替
え
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

上
原
　
中
央
型
は
専
門
的
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
、

例
え
ば
血
圧
や
脈
、
足
の
腫
れ
な

ど
も
含
め
相
談
し
、
病
院
受
診
に

つ
な
が
っ
て
重
症
化
予
防
に
な
っ

て
い
る
。
住
民
主
体
型
は
専
門
的

ス
タ
ッ
フ
が
つ
か
な
い
と
い
う
こ

と
だ
が
移
行
し
た
場
合
、
こ
う
し

た
リ
ス
ク
が
心
配
だ
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長
　
住
民
主
体
型
に
つ
い

て
は
、
医
療
的
管
理
等
を
必
要
と

す
る
ハ
イ
リ
ス
ク
の
方
の
参
加
は

想
定
し
て
い
な
い
。
そ
う
い
っ
た

方
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ
専
門

機
関
に
つ
な
ぐ
な
ど
個
々
の
条
件

に
応
じ
た
対
応
が
必
要
と
な
る
。

上
原
　
利
用
者
の
会
か
ら
の
要
請

に
も
あ
っ
た
が
、
自
立
し
て
生
き

た
い
と
い
う
思
い
は
重
く
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぜ
ひ
一

度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇いとまん市議会だより 令和 8 年３月５日 （８）

議
会
で
も
中
央
型
運
動
教
室
に
関
す

る
決
議
を
可
決

県
が
作
成
し
た
ポ
ス
タ
ー

德
とくむら

村 あかね 議員

金
きんじょう

城　悟
さとる

 議員

上
うえはら

原　亮
りょう

 議員

中
央
型
運
動
教
室
に
つ

い
て

手
話
言
語
条
例
に
つ
い
て

透
明
性
あ
る
市
政
に
つ

い
て



た
。
本
市
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

情
報
発
言
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と

位
置
づ
け
、
広
報
所
管
部
署
と
情

報
政
策
所
管
部
署
が
連
携
協
力
し

膨
大
な
情
報
を
探
し
や
す
く
す
る

工
夫
を
行
っ
て
い
く
。

德
村
　
情
報
を
届
け
る
こ
と
は
、

糸
満
市
、
糸
満
市
議
会
議
員
に
と

っ
て
大
切
な
仕
事
で
あ
る
。
今
回

の
糸
満
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、

前
回
に
比
べ
投
票
率
が
６
％
以
上

下
が
り
市
政
へ
の
関
心
が
薄
れ
て

い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
40

代
50
代
の
方
と
の
交
流
の
中
か
ら
、

糸
満
市
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
と

意
見
を
多
く
頂
い
た
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
し
た
こ
と
で
、
大
切

な
広
告
、
説
明
責
任
な
ど
を
行
っ

た
と
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

広
報
の
利
便
性
を
見
直
し
、
ま
た
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
ち
ょ
っ
と
冷
た
く

感
じ
る
行
政
文
書
だ
け
で
説
明
を

終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
お
願
い
す
る
。

政
府
は
物
価
高
騰
対
策
の
一

環
と
し
て
、
地
方
自
治
体
が
自
由

に
使
え
る
「
重
点
支
援
地
方
交
付

金
」
を
増
や
す
方
針
を
閣
議
決
定

し
た
。
具
体
的
に
お
米
券
な
ど
の

配
布
を
想
定
し
て
い
る
。
糸
満
市

で
も
物
価
対
策
と
し
て
、
お
米
券

配
布
を
実
現
で
き
な
い
か
伺
う
。

企
画
部
長
　
現
時
点
に
お
い
て
、

本
市
で
は
本
交
付
金
を
活
用
し
て

ど
の
よ
う
な
支
援
を
実
施
し
て
い

く
か
、
今
後
調
整
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
事
務
費
等
の
コ
ス
ト
要

因
も
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
、
県
内

各
市
の
取
組
み
予
定
等
も
参
考
に

し
な
が
ら
本
市
の
実
情
に
応
じ
た

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
実
施
し
て

い
く
。

上
原
　
私
は
こ
の
選
挙
期
間
中
、

市
民
の
方
々
か
ら
「
生
活
が
厳
し

い
」「
物
価
高
対
策
を
何
と
か
し

て
ほ
し
い
」「
ほ
か
の
自
治
体
で

独
自
に
実
施
し
て
い
る
お
米
券
が

配
布
さ
れ
れ
ば
と
て
も
助
か
る
」

と
の
声
を
た
く
さ
ん
聴
い
た
。
当

選
し
た
暁
に
は
真
っ
先
に
議
会
で

取
り
上
げ
よ
う
と
、
質
問
し
て
い

る
。
先
ほ
ど
の
答
弁
で
は
、
ど
の

よ
う
な
支
援
を
実
施
し
て
い
く
か

は
今
後
調
整
し
て
い
く
予
定
と
の

こ
と
だ
が
、
昨
日
の
ニ
ュ
ー
ス
で

那
覇
市
、
宮
古
島
市
が
お
米
券
の

配
布
を
い
ち
早
く
公
表
し
て
い

る
。
同
じ
国
の
補
正
予
算
の
財
源

な
の
に
他
自
治
体
で
は
早
い
対
応

が
で
き
て
い
る
。
本
市
は
検
討
し

ま
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
担
当

部
署
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
補

正
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ いとまん市議会だより（９） 令和 8 年３月５日

　
休
止
判
断
の
正
式
な
経
緯
、
理

由
、
決
定
会
議
体
等
を
伺
う
。

経
済
部
長
　
令
和
７
年
度
ふ
る
さ

と
祭
り
の
休
止
は
以
下
３
点
か
ら

総
合
的
に
判
断
し
た
。
第
１
に
祭

り
の
目
的
で
あ
っ
た
市
民
文
化
の

発
表
の
場
は
く
く
る
糸
満
の
供
用

開
始
に
よ
り
代
替
可
能
で
あ
る
こ

と
。
第
２
に
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
現
在
策
定
中
の
第
２
次
糸

満
市
観
光
振
興
基
本
計
画
の
中
で
、

改
め
て
慎
重
に
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
。
第
３
に
来
年
２
月

開
催
の
糸
満
市
産
業
ま
つ
り
へ
の

代
替
可
能
性
も
視
野
に
入
れ
、
総

合
的
に
判
断
し
た
。
経
緯
と
本
市

の
意
向
は
、
第
３
回
ふ
る
さ
と
祭

り
実
行
委
員
会
に
お
い
て
委
員
の

皆
様
に
説
明
を
行
っ
た
。

當
銘
　
休
止
情
報
の
周
知
と
説
明

責
任
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

経
済
部
長
　
ふ
る
さ
と
祭
り
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
市
民
の
皆
様
、

開
催
に
御
協
力
頂
い
た
関
係
事
業

者
の
皆
様
に
対
し
、
速
や
か
な
周

知
措
置
を
講
じ
て
な
か
っ
た
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
深
く
お
詫
び

し
、
今
後
は
情
報
発
信
に
お
け
る

説
明
責
任
を
徹
底
す
る
。

當
銘
　
市
民
に
休
止
の
情
報
が
十

分
に
伝
わ
っ
て
な
か
っ
た
と
思

う
。
信
頼
低
下
の
認
識
と
回
復
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

経
済
部
長
　
今
回
情
報
共
有
に
不

十
分
な
点
が
生
じ
た
。
今
後
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
丁
寧
か
つ
迅
速
な

説
明
を
徹
底
し
て
い
く
。

當
銘
　
こ
れ
か
ら
は
市
民
の
知
恵

が
必
要
に
な
る
。
市
民
協
働
の
基

本
プ
ロ
セ
ス
（
事
前
相
談
、説
明
、

情
報
共
有
）
を
し
っ
か
り
行
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
す
る
。

糸満市ホームページ

ふるさと祭りの休止を記載した市ホー
ムページ

統計局のホームページ（消費者物価指数）

上
うえはら

原 徳
とくいちろう

一郎 議員

當
とうめ

銘  孝
たかふみ

文 議員

ふ
る
さ
と
祭
り
休
止
の

決
定
経
緯
に
つ
い
て

物
価
高
対
策
に
つ
い
て



①
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
所

は
幾
つ
あ
る
か
伺
う
。
②
こ
の
事

業
は
何
年
度
か
ら
開
始
か
伺
う
。

市
民
健
康
部
長
　
①
現
在
、
実
施

し
て
い
る
事
業
所
は
、
７
か
所
と

な
っ
て
い
る
。
②
令
和
２
年
度
よ

り
実
施
し
て
い
る
。

具
志
堅
　
こ
の
事
業
の
前
年
度
の

利
用
実
績
を
伺
う
。

市
民
健
康
部
長
　
令
和
６
年
度
は
、

実
人
数
1
6
4
人
、
延
べ
人
数

4
6
6
人
と
な
っ
て
い
る
。

具
志
堅
　
今
年
度
の
現
時
点
で
の

利
用
実
績
を
伺
う
。

市
民
健
康
部
長
　
令
和
７
年
11
月

末
現
在
、
実
人
数
1
7
4
人
、
延

べ
人
数
3
2
4
人
と
な
っ
て
い
る
。

具
志
堅
　
前
年
度
と
比
較
し
て
増

加
し
て
い
る
と
感
じ
る
が
、
理
由

を
伺
う
。

市
民
健
康
部
長
　
理
由
と
し
て
は
、

以
前
は
育
児
支
援
が
希
薄
な
世
帯

を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
産
後
ケ

ア
を
必
要
と
す
る
全
て
の
産
婦
と

乳
児
に
対
象
を
拡
大
し
た
こ
と
と

利
用
料
を
減
免
し
た
こ
と
に
よ
り

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
た
こ
と
も

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

具
志
堅
　
利
用
者
の
意
見
・
感
想

な
ど
が
あ
れ
ば
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

市
民
健
康
部
長
　
利
用
者
ア
ン
ケ

ー
ト
か
ら
「
次
も
産
み
た
い
と
思

え
る
よ
う
前
向
き
な
感
情
が
も
て

た
」「
体
の
疲
れ
が
取
れ
、
気
持

ち
が
楽
に
な
っ
た
」「
も
っ
と
利

用
し
た
か
っ
た
」
な
ど
が
あ
る
。

具
志
堅
　
ど
う
し
て
も
産
後
と
い

う
の
は
と
て
も
不
安
定
な
状
態
に

な
り
が
ち
で
、
お
母
さ
ん
と
子
供

で
孤
立
し
が
ち
に
な
る
。な
の
で
、

こ
の
事
業
は
と
て
も
お
母
さ
ん
た

ち
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で

き
る
。

重
要
管
路
の
常
時
監
視
や
早
期

検
知
を
強
化
す
る
必
要
性
を
ど
う

認
識
し
て
い
る
か
伺
う
。

水
道
部
長
　
令
和
６
年
度
末
時
点

で
老
朽
化
率
が
41
・
１
％
そ
の
う

ち
更
新
率
が
17
・
１
％
で
あ
り
、

常
時
監
視
及
び
早
期
探
知
の
必
要

性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

関
屋
　
流
量
監
視
に
よ
っ
て
漏
水

量
の
把
握
は
可
能
で
あ
る
一
方
、

漏
水
の
発
生
位
置
ま
で
は
特
定
で

き
な
い
た
め
迅
速
な
対
応
が
取
れ

な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

現
行
の
監
視
体
制
は
漏
水
事
故
や

突
発
的
な
断
水
を
防
止
す
る
体
制

と
し
て
十
分
と
言
え
る
の
か
、
市

の
認
識
を
伺
う
。

水
道
部
長
　
議
員
の
認
識
の
通
り

送
水
量
と
使
用
量
の
差
分
を
持
っ

て
漏
水
の
発
生
を
把
握
す
る
水
量

①
令
和
元
年
度
の
現
地
調
査

後
に
更
新
調
査
は
実
施
し
て
い
る

か
。
②
危
険
度
ラ
ン
ク
の
再
評
価

は
行
っ
て
い
る
か
。
③
空
き
家
等

の
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
進

ん
で
い
る
か
。

建
設
部
長
　
①
市
民
か
ら
情
報
提

供
等
を
受
け
、
関
係
部
署
と
連

携
を
図
り
、
所
有
者
の
特
定
に

努
め
て
い
る
。
本
年
10
月
時
点

で
3
8
7
戸
の
空
き
家
を
把
握

し
て
い
る
。
②
所
有
者
特
定
に
合

わ
せ
て
現
地
確
認
を
実
施
し
て
お

り
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
危
険

度
の
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
③
今

年
度
に
お
い
て
は
、
担
当
者
の
配

置
が
な
い
た
め
、
現
地
確
認
を
踏

ま
え
た
情
報
の
更
新
程
度
と
な
っ

て
い
る
。

伊
敷
　
空
き
家
の
件
数
が
増
え
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

建
設
部
長
　
人
口
減
少
や
高
齢

化
、
核
家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、

今
後
も
空
き
家
等
の
増
加
が
見
込

ま
れ
、
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
る

こ
と
か
ら
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

伊
敷
　
情
報
更
新
程
度
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
が
必
要
か
伺
う
。

建
設
部
長
　
空
き
家
等
の
基
本
情

報
、
現
地
調
査
情
報
、
所
有
者
等

特
定
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
が
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

伊
敷
　
担
当
者
の
配
置
が
で
き
て

い
な
い
の
は
、
市
と
し
て
空
き
家

に
対
し
て
優
先
順
位
が
低
い
の
で

は
な
い
か
。

建
設
部
長
　
対
策
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
署
に
お
い
て
可
能
な
限
り

対
応
し
て
お
り
、
優
先
順
位
が
低

い
と
の
認
識
は
な
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇いとまん市議会だより 令和 8 年３月５日 （10）

令
和
7
年
度
糸
満
市
産
後

ケ
ア
事
業
の
ご
案
内

空き家対策の強化が求められる

糸糸満満市市産産後後ケケアア事事業業ののごご案案内内  

 

糸満市では、出産後間もない時期のお母さんや赤ちゃんを対象に、「産後ケア事業」を実施してい

ます。指定産科医療機関や助産院で心身のケアや育児サポート等を行い、産後も安心して子育てが

できるよう支援します。 

 

対象者 

糸満市に住所があり、以下のいずれかに該当する産後 1年未満のお母さんと赤ちゃんで利用決定日

から6か月間。 

① 産後に心身の不調があり、支援を必要とする方 

② 育児に対する不安があり、アドバイスや助言を必要とする方 

③ 家事や育児などのサポートが十分に得られない方 

事業内容 

〇サービス内容 

産後ケア実施施設への通所や訪問または宿泊で、産後の心身のケアや不安解消、育児技術の習得を

支援します。 

 ・お母さんへのケア（乳房ケア、授乳・沐浴指導、休息など） 

 ・赤ちゃんへのケア（発育測定、沐浴、スキンケアなど） 

 ・育児に関する助言や相談など 

〇サービスの種類 

①通所型（6時間・3時間）  ②訪問型（3時間）  ※宿泊型については要相談 

利用回数 

通所型（6時間・3時間）・訪問型・宿泊型合わせて基本1～3回。 

※ご家庭の状況に応じて精査し、決定致しますので、ご希望に添えない事もございますがご了承く

ださい。 

申請の流れ 

① 利用を希望される方は、糸満市健康推進課へご連絡ください。 

② 申請時、状況把握のための面談があります（赤ちゃん訪問にてお話を伺うこともあります）。 

③ 申請書を記入していただきます。※利用回数、利用サービスの種類・事業所についてはご希望に

添えない場合があります。 

利用の流れ 

・産後ケア利用決定となったら、「産後ケア事業利用決定通知書」を郵送いたします。 

・決定通知が届きましたら、施設へ連絡し、利用の予約をしてください。 

・必要な持ち物は、利用施設へご確認ください。 

・利用当日は、施設へ「産後ケア利用カード（紫色）」を提示してください。 

・利用者自己負担額は、施設へ直接お支払いください。 

 

関
せきや

屋 安
あんり

莉 議員

伊
いしき

敷  和
かずき

樹 議員

具
ぐしけん

志堅 みのり 議員

糸
満
市
空
家
等
対
策
計

画
に
つ
い
て

漏
水
事
故
に
よ
る
大
規

模
な
断
水
に
つ
い
て

産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て



①
現
行
の
制
度
で
は
「
県
外
か

ら
移
住
し
た
保
育
士
」
の
み
を
対

象
と
し
て
い
る
理
由
と
効
果
の
評

価
を
伺
う
。
②
対
象
者
を
県
内
在

住
者
に
も
拡
大
す
る
こ
と
つ
い
て

の
見
解
を
伺
う
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
①
補
助
対
象

保
育
士
と
補
助
対
象
外
保
育
士
の

間
で
不
公
平
感
が
生
じ
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
県
外
の
保

育
士
を
対
象
と
し
て
い
る
。
効
果

に
つ
い
て
は
、
事
業
を
開
始
し
た

令
和
５
年
度
か
ら
現
在
ま
で
事
業

を
利
用
し
た
実
績
は
な
い
。
②
今

後
の
保
育
士
確
保
施
策
全
体
の
利

用
状
況
や
財
政
状
況
等
も
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

平
田
　
制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
利
用
実
績
が
ゼ
ロ
で
あ
る
と

い
う
事
実
そ
の
も
の
が
、
制
度
設

計
が
現
場
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
な

い
と
い
う
証
拠
で
は
な
い
か
。
県

内
在
住
の
保
育
士
も
対
象
と
し
た

場
合
、
定
着
・
離
職
防
止
に
効
果

が
あ
る
と
考
え
な
い
の
か
伺
う
。

こ
ど
も
未
来
部
長
　
今
後
の
保
育

士
確
保
施
策
全
体
の
利
用
状
況
や

財
政
状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

平
田
　
私
は
基
準
上
の
待
機
児
童

ゼ
ロ
で
は
な
く
、潜
在
的
も
含
め
、

市
民
が
実
感
で
き
る
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
目
指
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
数
字
だ
け
で
な
く

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
政
策
判
断
に

生
か
す
こ
と
、
実
績
ゼ
ロ
制
度
は

柔
軟
に
見
直
す
こ
と
、
保
育
士
確

保
を
採
用
だ
け
で
な
く
、
定
着
の

視
点
で
考
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
。

管
理
の
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、

漏
水
の
発
生
位
置
ま
で
は
特
定
で

き
な
い
。

関
屋
　
国
は
、
令
和
７
年
度
以
降

の
補
助
金
や
交
付
金
の
採
択
に
お

い
て
Ｄ
Ｘ
技
術
の
導
入
が
優
先
す

る
指
針
を
示
し
て
い
る
が
、
市
は

交
付
金
等
の
活
用
を
検
討
し
て
い

る
か
。

水
道
部
長
　
交
付
金
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
内
容
を
調
査
検
討
し
、

県
や
他
市
の
動
向
も
参
考
に
メ
リ

ッ
ト
の
あ
る
Ｄ
Ｘ
技
術
推
進
を
模

索
す
る
。

関
屋
　
未
更
新
の
重
要
管
路
が
約

23
キ
ロ
、
更
新
完
了
ま
で
に
約
23

年
、
費
用
が
約
68
億
円
と
い
う
見

通
し
は
、
市
の
水
道
イ
ン
フ
ラ
が

抱
え
る
現
実
を
市
民
と
共
有
す
る

上
で
重
い
意
味
を
持
つ
答
弁
で
あ

る
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ いとまん市議会だより（11） 令和 8 年３月５日

令和８年

２月臨時会での

取り組み

水道事業の現状と課題を共有

第
３
期
糸
満
市
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
事
業
計
画

令和８年第２回臨時会にてスポーツ糸満ジャケットを着用しました。このジャケットは、議員が
「スポーツ糸満」という一つのチームとなり、挑戦する人を応援する想いを込めて製作しました。

SUPPORT YOUR TRYSUPPORT YOUR TRY
SPORTS ITOMANSPORTS ITOMAN
SUPPORT YOUR TRY
SPORTS ITOMAN

 ◆◆◆ 令和８年 第 2 回臨時会議案等処理結果 ◆◆◆
事件番号 件　　　　名 議決結果
議案第11号 令和７年度糸満市一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案第12号 令和７年度糸満市水道事業会計補正予算（第４号） 〃

事件番号 件　　　　名 議決結果
議案第13号 令和７年度糸満市下水道事業会計補正予算（第４号） 原案可決

平
ひらた

田 健
けんと

人 議員

保
育
士
補
助
制
度（
宿
舎

借
り
上
げ
支
援
）の
在
り

方
に
つ
い
て



議案等番号 件名
議
決
月
日

議
決
結
果

出
席
者
数

表
決
者
数

賛
成
者
数

反
対
者
数

議席
１ 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

議案第125号
訴えの提起について（公
有水面における本市と
豊見城市の境界確定等）

12月24日 原案
可決 21 20 19 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 議

議員提出議案
第14号

「日本国国章損壊の罪」
の早期制定を求める意
見書の提出について

12月24日 否決 21 16 7 9 × × × 〇 〇 退 〇 × × 〇 〇 〇 × × 退 × × 〇 退 退 議

議員提出議案
第15号

中国国連代表部の不当発
言に対する抗議及び国連
勧告の撤回を求める意見
書の提出について

12月24日 原案
可決 21 16 12 4 〇 × × 〇 〇 〇 〇 退 退 〇 〇 〇 退 退 〇 × × 〇 〇 〇 議

選択的夫婦別姓制度の
導入に反対することを
求める陳情

12月24日 不採
択 21 20 8 12 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 議

議員提出議案
第16号

夫婦同姓制度を維持す
ることを求める意見書
の提出について

12月24日 否決 21 20 8 12 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × × × 〇 × 〇 議

◆◆◆　令和７年　第６回臨時会議案等処理結果　◆◆◆

令和７年第８回定例会　議案等に対する議員の賛否一覧	 糸満市議会議員　条例定数　21人
※「〇」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「除」：除斥　「退」：退席　「－」：議場に不在　「停」：出席停止　「議」：議長（議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません）
※【会派名略称】糸保：糸保会　糸ク：糸満クラブ　糸で：糸満でいごの会　糸み：糸満みらい　稲穂：稲穂会　公明：公明党　徳德：徳德会　共産：日本共産党　敏斗：敏斗の会　結び：結びの会

 令和７年第８回定例会　議案等に対する議員の賛否一覧（全会一致を除く）

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇いとまん市議会だより 令和 8 年３月５日 （12）

徳
元
　
敏
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城
　
　
渉

上
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亮
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敦

玉
城
　
哲
郎

具
志
堅
み
の
り

長
嶺
　
安
浩

金
城
　
一
文

金
城
　
幸
盛

德
村
あ
か
ね

平
田
　
健
人

伊
敷
　
和
樹

関
屋
　
安
莉

新
垣
　
敦
子

山
内
　
竜
二

金
城
　
　
悟

玉
城
　
　
良

當
銘
　
孝
文

前
田
　
　
潤

上
原
徳
一
郎

玉
城
　
博
光

徳
德

稲
穂

稲
穂

結
び

糸
で

糸
で

糸
ク

糸
み

公
朙

徳
德

糸
保

糸
保

糸
み

公
明

糸
ク

結
び

敏
斗

敏
斗

共
産

共
産

糸
ク

事件番号 件　　　　名 議決結果
議案第100号 令和７年度糸満市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第101号 令和７年度糸満市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第102号 令和７年度糸満市介護保険特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第103号 令和７年度糸満市土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 〃

事件番号 件　　　　名 議決結果
議案第104号 糸満市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決

議案第105号 監査委員の選任について 同　意

議案第106号 専決処分の承認について（糸満市地域型保育事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例等の一部を改正する条例） 承　認

事件番号 件　　　　名 議決結果
議案第107号 令和７年度糸満市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案第108号 令和７年度糸満市国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 〃

議案第109号 令和７年度糸満市介護保険特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第110号 令和７年度糸満市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 〃

議案第111号 令和７年度糸満市真栄里土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第112号 令和７年度糸満市水道事業会計補正予算（第３号） 〃

議案第113号 令和７年度糸満市下水道事業会計補正予算（第３号） 〃

議案第114号 令和７年度糸満市農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第115号 糸満市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定について 〃

議案第116号 糸満市水道事業、下水道事業及び農業集落排水事業の設置等に関する
条例及び糸満市部等設置条例の一部を改正する条例について 〃

議案第117号 糸満市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条
例について 〃

議案第118号 糸満市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例について 〃

議案第119号 糸満市下水道条例等の一部を改正する条例について 〃

議案第120号 糸満市火災予防条例の一部を改正する条例について 〃

議案第121号 財産の取得について（令和７年度小中学校電子黒板整備業務） 〃

議案第122号 指定管理者の指定について（糸満市海のふるさと街づくり施設） 〃

議案第123号 あらたに生じた土地の確認について 〃

事件番号 件　　　　名 議決結果
議案第124号 字の区域の変更について 原案可決

議案第125号 訴えの提起について（公有水面における本市と豊見城市の境界
確定等） 〃

議案第126号 議決事項の一部変更について（令和７年第４回糸満市議会定例
会議案第62号） 〃

議案第127号 糸満市職員の自己啓発等休業に関する条例の制定について 〃

議員提出第13号 議会改革調査特別委員会の設置に関する決議について 〃

議員提出第14号「日本国国章損壊の罪」の早期制定を求める意見書の提出について 否　決

議員提出第15号 中国国連代表部の不当発言に対する抗議及び国連勧告の撤回
を求める意見書の提出について 原案可決

選択的夫婦別姓制度の導入に反対することを求める陳情 不採択

議員提出第16号 夫婦同姓制度を維持することを求める意見書の提出について 否　決

令和８年度社会福祉施策及び予算の充実について（陳情） 採　択

糸満市の認可外保育施設に通う子ども達に対する処遇改善等の要請 〃

令和８年度老人福祉施策及び予算の充実について 〃

糸満市社会福祉法人及び学校法人保育園・認定こども園園長会
からの陳情書 〃

健康教室の継続を求める要請 〃

議員提出第17号 中央型運動教室の継続を求める決議について 原案可決

糸満市入札の手順について 継続審査

事件番号 件　　　　名 議決結果

議案第１号 令和７年度糸満市一般会計補正予算（第７号） 原案可決

議案第２号 糸満市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の
一部を改正する条例について 〃

議案第３号 特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例について 〃

議案第４号 工事請負契約について（武富地区急傾斜地崩壊対策工事（２工区）） 〃

議案第５号 工事請負契約について（真謝原市営住宅建設工事（建築・昇降
機）） 〃

議案第６号 工事請負契約について（真謝原市営住宅建設工事（電気）） 〃

事件番号 件　　　　名 議決結果

議案第７号 工事請負契約について（真謝原市営住宅建設工事（機械）） 原案可決

議案第８号 工事請負契約の変更契約について（潮平小学校屋内運動場長
寿命化（予防改修）工事） 〃

議案第９号 工事請負契約の変更契約について（公共施設塩害防止対策事
業中央図書館外壁塗装工事） 〃

議案第10号 専決処分の承認について（令和７年度糸満市一般会計補正予
算（第６号）） 承　認

議員提出第1号 相次ぐ不適正事案を踏まえた公務の適正執行及び市政への信
頼回復を求める決議について 原案可決

 ◆◆◆　令和８年　第１回臨時会議案等処理結果　◆◆◆

◆◆◆　令和７年　第８回定例会議案等処理結果　◆◆◆


